
ていった分与 宇治に於てはやはb農薬というと,産喝 栽培面積とも囲 巨常に少hKもかかわら弟

依然としで伝統的を茶の依存度が一番大き({新興地域に量よ9質で対抗 し 高級茶 (特に宇治市

は碩茶 (抹茶 )の生産に力を入れてきたカも 昭和 50-55年をピークに都市化の波と同時に荒廉

茶園の増加夜どによb茶園は減少 しつつある｡地形と茶園の関係恥 地形と地篤 茶園と土壌との

関係から当然ここでは地形との関係比密接にをD,茶園分布は洪積地に蜜になってV}る｡しかLl

茶種の点から地域区分すると4つの地区に区分でも しかもその区分は地形区分 とほほ一致する｡

即ち.山間では宇治独得の覆下園が不可能を為煎茶が中心とをD,平地に移るに従い玉露から凍茶

へと変ってくる｡茶業緒替内部の問題上 して鴫 茶園の減少と共に問屋兼荒茶工場主に茶園が集甲

する憤句にある｡

巨椋鞄は,昭和8-16年の干拓事業によb約2,000町歩の美田と化L,主に水田単作地とし

てこの地域の穀倉地帯を覆してきたカ～ 昭和 58年以後この干拓田に壇で駐宅地が入b込み新開地

の様相を変えつつある｡

この地域の都市化犠 ここ2, 5年京郡市の都市圏の拡大によb, 府内でも特にめざせしく,茶

園の多い洪積台地か居住地の適地と一致 したが&,茶園が都市化の波を乗bこえきれず減少してゆ

も しかも時期を少し遅 くLT,洪積丘晩 干拓田へと宅地化は進出L,京恵肺 のべ,ドタウン的

性格をますます濃 くしてゆ′く状態にある｡

埼玉県費松山市周辺の地理学的考察

上 野 延 子

調査地域鴫 埼玉県のほほ中央部にあって東京敵 Ll部よb約50恥 池袋から東武東上線で1時

間の所!･{あるO レ､わゆる 〝首都圏〟なるものに含まれておD,. ｢市｣であるものの,今だか恵少農

村的色彩の強い地域である｡亡本地域を地理学的に解剖するにあたっI,以下の項目を設定した｡

弟一 章 調 査 地域概 観

第一節 自然環境 (位簡 気晩 地鞄 地質)

策二節 人文環境 (歴包 交海 産窺 )

辞二重 地 形

窮⊥節 地形区分の基準

第二節 各地形面細説 一 丘喝 合鴨 段ち

第三節 丘陵上砂酸層について

22



弟 三要 員 兼

第一節 盛業の現状と変化

第二節 養 泰 菜

第三節 本市農薬の性格

蒔 田輩 都 市化 (エ集化 .都 市的 土 地 利用 の 進 出 )

弟 玉 章 要 約

本地射ち 南北を高度 20- 100718の 〝比企丘陵〝に囲憧れた n洪積台士‰ 及び荒川 の支流で

ある都蔑JtL市の川によ37つ くられた 〝沖検地〝よb成る地域である,′丘陵及び台地上に塊 関東

ロームが被っているカ～ ノ 関東平野中央部に位置し,火山灰供給源から遠い為 その被覆は薄 く,

(1-2･5m ), またローム対比の示準物 も欠いているo地形区分馬 主として,高度開析匠の点

から行vl(ロームの有無も)丘陵を2句 台地を2両 段丘を2層 に分類 L, その亀 山鴫 沖積

低鞄 自然堆防,河原とした｡

当市は, 昭和29範 折からの町村合併運動に沿っち 旧松山町と付近の4村が合併 して出来た

新 しい市 で あ る.市 発足 当時 は, 農 業 従 事 人 口が 5 5蕗を占 め (全 国 4 1鯵 )

専業 農家 の比奉 も全国平均をはるかに上回D,完全をる農業都市であったが,昭和 54- 55年

を境 喝 市域内部への工場進出が著 く夜D,産業構造は大巾に変革 L,農業 と並んで,工業の重要

性が増した｡ (昭和58年 農業従事人口58多,製造業従事人口57秀 一 同年全国平均第一

次 28亀 第二次51感) また兼業農家 も増大したカ与 ①第-兼弟 告;如 鴎 ②経営規模5反～1

5反の中農が多い亀 笹滞地 面積の減少Aby少をいこと, ⑨盛装生産額は年々増加Ll 全国平均をか

夜b上回っている事 一 笥 以上の点から, 本市で鴫 従来の p-農業一本やbnからの脱皮が行

われつつあるもの0,盛業-の意欲をかなb持っておD,重要な-産業部門となっていると言えよ

ら,農業の内容そのものも変質しつつあ9,従来鴫 孝 養表形式に,読鶏 落花雪.富海 果

樹部門の導入がはか らtT, 多角的 ･近郊的農業にをbつつあるO

地域の都市化鳴 道路交通の喝 都心部- 1･5時鞄 広大恋平地梅 丘喝 余剰労助力等に恵ま

れて,工業化の面と, 住宅鴫 ゴルフ場等の進出の二面からとらえる事ができる｡工場の進出鴫

昭和 54- 55年以降に顕著をものがあるが, この地域で鴫 デーゼル機器(秩 )とい う輸送用機

械器具製造業が核となっているのが特徴であっち 工場数の21癌,従荘員数の69多,生産額の

74藤をこの種の工業で占めている｡.(製品が解 く,用水型工業で恵い為本地域に適している)工

場が,道路沿いの台地に立地 しているのに対 して,-住宅鴫 ゴルフ場披丘陵に立地 している｡共王ら
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殺地の荒廃が少をわのが特徴と怒っているo

千葉県安房郡東部の地形と土地利用

岡 野原 初 瀬

Ⅰ 序 論

弟 1幸 恵 稔単 島 '(こ放 け る調 査地 城 の 概観

第 1節 自然概観

第 2節 .人先晩観

Ⅱ 本 論

弟 1牽 地 形

第 1節 地形の概観

第 2節 地質的特徴

第 5節 地形分類

第4節 地と恒也形

弟 2串 良 轟

第 1節 農業地域

A 統計による盛業地域区分

B 各盛業地域の特色

(1)花井+(水稲 )地帯

a 花井裁培

花井裁培の現状

高等園芸と露地栽培

花井部門と酪鼻部門の結びつき

も 漁業 と農業の関連

な)酪農+水稲+(その他 )地帯

(5) 水紺+I(酪旗 )地帯

糾 水稲+酪農地帯 荘 :()は従作物

地と9二日由利用

地ヒ如色に於ける集落立地
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